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第 212 回臨時国会・総理所信表明演説に対する自由民主党代表質問 

令和 5 年 10 月 24 日 

自由民主党・無所属の会（稲田朋美） 

 

岸田政権の「デジタル行財政改革」は、何を改革し、何を目指すのか、総理から国

民が自分ごとと感じられる分かりやすいご説明をお願いします。政治は制度をつくる

だけでなく、それが現場でどう動いているか目配りし、不断に改善していくことも重

要です。 

我が国の国際化が進展する中で、これまで日本人を前提とした昭和の時代からの制

度が、外国人に適用される際に、弊害が顕在化する場合があります。その例として、

年金の脱退一時金制度があります。 

日本人は年金制度から脱退することはできません。ところが、外国人が帰国する場

合には、年金制度から脱退し、一時金を受給できます。永住者資格がある外国人が年

金脱退一時金を受給して帰国し、その後再入国して、収入が少ないという理由で生活

保護を受給することも現在の制度運営上、可能となっています。 

脱退一時金制度をはじめ、在留資格制度や社会保障制度の運用の狭間で生じている

課題について実態把握を進め、国民が納得できる制度に向けて改善を図るべきと考え

ますが、厚生労働大臣のご見解を伺います。 

 

（武見敬三・厚生労働大臣） 

稲田朋美議員のご質問にお答えをいたします。年金の脱退一時金についておたずね

がありました。ご指摘の制度の運用の狭間で生じる課題について関係省庁とも連携し

つつ、実態把握等を進めて、必要な改善を図ることは重要と考えております。 

脱退一時金は外国の方々に特有の事情を踏まえて例外的に設けられている制度で

ございます。厚生労働省としては、必要な実態把握を行いながら政府内における在留

資格に関する議論の状況等も踏まえ、次期年金制度改革改正に向けて必要な検討を行

ってまいります。 

 

 


